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『学習の進め方』 
 

―4 年生灘特進 web― 

Ｎ 
日能研 
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がんばろう! 
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国   語  本  科 

テキスト内容と 

授業の進め方 

 

使用するテキストは、｢文章題｣・｢語句｣の構成で、問題はすべて国語用ノート 

に書いてください。 

｢文章題｣では、まずその回の導入として、どんなことを学習するのかの説明を

します。そのあと、授業担当者が文章を判読し内容を確認していきますので、い

っしょに文章を目で追って読んでください。 

判読の動画が終わった後、問題を１問ずつ解いてください。解説も１問ずつ動

画をみていただいて、答えの根拠の説明をじっくり聞いてください。 

｢語句｣は大問１題ごとに解説があります。単に答えを暗記するだけでなく、知

識を広げていく解説になっています。 

 

 

家庭学習内容と 

学習の進め方 

 

 

宿題は、間違えた問題の直しです。まず自分で文章を読み直して、自分なりに

内容をおさえましょう。その後、もう一度導入と判読の部分を視聴して、自分が

おさえた内容が一致しているか確かめましょう。 

次に、間違えた問題を解き直しましょう。解いた後、動画を視聴して解き筋を

確認してください。 

語句も、同じように、間違えた問題を解き直し、しっかり覚えるようにしまし

ょう。 
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算  数  本  科 

テキスト内容と 

授業の進め方 

使用するテキストは２部構成になっており、前半部分（２ページ～５３ページ）

には解説動画で扱う問題が、後半部分の補充問題（５４ページ～１３３ページ）

には家庭学習用の問題が載っています。 

前半部分（２ページ～５３ページ）の問題は、その単元においての重要問題を

扱っており、全問題解説動画が用意されています。 

後半部分の補充問題（５４ページ～１３３ページ）はその単元の基本問題から

応用問題まで幅広く載っています。各回とも問題数は多めですが、これに取り組

んでいただくことでその単元の学習内容をしっかりと定着させることができま

す。 

 (補充問題については、原則解説動画はありません。) 

家庭学習内容と 

学習の進め方 

 

まず、前半部分（２ページ～５３ページ）の該当回数の問題を自分の力でノー

トに解きましょう。そのとき、式や図、筆算は消さずに残しておくようにしまし

ょう。そして自分の力で解けるところまで解いたら、解説動画を見て答え合わせ

をしましょう。解説動画については、１問ずつ確認しても、数問まとめて確認し

ても結構です。また、間違えた問題については、どこが間違えていたのかを確認

した上で、時間をあけて再度解き直しをしましょう。 

前半部分の問題がすべて終わったら、後半部分の補充問題（５４ページ～１３

３ページ）の該当回数の問題に取り組みましょう。解いたら必ず答え合わせをし

て、間違っている場合はどこで間違えたのかを突き止めて、再度自分の力で解き

直しましょう。また、補充問題は少し問題数が多いので数日に分けて取り組んで

も構いません。集中力を維持して問題に取り組む習慣をつけてください。 
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算  数  特  訓 

テキスト内容と 

授業の進め方 

使用するテキストは各回ごとに【例題】【練習問題】【練成問題】【Ａ問題】【Ｂ

問題】と分かれています。 

【例題】はその回で習う内容の導入になっており、すべて動画で解説していま

す。【練習問題】は【例題】の数値替え問題、類題になっています。 

【例題】の説明動画を見た後に、ひとりで【練習問題】に取り組んでください。

（【練習問題】の動画はありません。） 

【練成問題】は同内容の標準的な問題から応用問題まで、さまざまな構成にな

っており、大半の問題の解説を動画にしています。まずは自分ひとりの力で解い

てみて、正解不正解にかかわらず、解説をみてください。動画を見た後は、間違

い直しをしていきましょう。  

家庭学習内容と 

学習の進め方 

 

宿題となる範囲は、【Ａ問題】および【Ｂ問題】になります。【Ｂ問題】のほうが

若干難易度は高くなります。該当回数の問題を自分の力でノートに解きましょう。

そのとき、式や図、筆算は消さずに残しておくようにしましょう。また、間違え

た問題については、どこが間違えていたのかを確認した上で、時間をあけて再度

解き直しをしましょう。 

また、正解した問題でも解答解説を読んでおくことをお勧めします。る場合は

どこで間違えたのかを突き止めて、再度自分の力で解き直しましょう。集中力を

維持して問題に取り組む習慣をつけてください。 

 


